• 

Q 川 は その 幼年期の 水勢 を もって 鋭く 山 壁 を 浸蝕し 

た。 雲 は 濃霧と なって 溪 谷を蔽 つて ゐた。 

山 壁 の 成 層 岩 は 時 々 濃霧 の 中から 墨汁の やうに 現れ 

た。 濃霧 は 川の 水面に 纏りながら 溪 から 溪を蛇 行した。 

さう して、 層々 と 連る 岩壁の 裂け目に 浸潤し、 空間が 

輝く と 濃霧 は 水蒸気と な つ て 膨脹した。 

Q 川 を 挾む 山々 は、 此の 水勢と 濃霧の ために 動かね 

ばなら なかった。 

その 山 巔の屹 立した 岩の 上で は 夜毎に 北 斗が 傲然と 

輝いた。 だが、 その 豪奢 を 誇る 北 斗はぺ ルセ ウスの 星 



が、 刻々 に その 王位 を 掠奪しょう として 近づきつ、 あ 

る ことに は気附 かなかった。 その 下で、 Q 川 は 隣接す 

る S 川と 終日 終夜 分水界の 争奪に 孜々 として ゐた。 

二 

Q 川の 浸蝕す る 狭隘な 溪 谷へ は 人々 の 集団 は 近づ い 

て 来なかった。 それに ひき かへ、 S 川の 穏やかな 溪谷 

に は 年々 村落が 増加した。 

その 国土の 時代で は、 久しく 天下に 王朝 時代が 繁栄 

した。 そのため、 彼らの 圧制 は 日毎に 民衆の 上に 加 は 

つた。 

Q 川 は 地質時代の 軟弱な 地盤 を 食 ひ 破った。 さう し 



て、 その 河口に ひとり 黙々 として 堆積層の デルタ を 築 

き 上げて ゐる とき、 その 国土で は、 遂に 鬱勃と して ゐ 

た 民衆の 反抗 心が 王朝に 向って 突激を 開始した。 

民衆と 王朝の 激烈な 争闘 は 続けられた。 王朝 は その 

久しい 優惰 のために 敗北した。 彼ら 一党 は 民衆の ため 

に 虐殺され た。 さう して、 僅かに 残った 数人 は 人目 を 

忍んで 人跡 稀な Q 川の 濃霧の 中へ 逃げて 来た。 

彼ら は 武装 を 解いた。 山々 は 嶮峻に 彼ら を守リ なが 

ら 季節に 従 つて 柔 かに 青葉 を 変 へ た。 彼ら は 高い 山 壁 

みち 

の 傾斜 層に 細々 とした 径を つけた。 さう して、 彼ら は 

溪流を 望んだ 岩角で ひそかに 彼らの 逞しい 子孫 を 産ん 



でい つた。 

Q 川と S 川との 分水界の 争奪 は 益々 激烈に なり 出し 

た。 S 川 は 恐らく 数回の 勝利 を 物語りながら、 その 河 

口に 壮大な 砂の 堆積層 を 築いて いった。 此のた め、 S 

川の 浸蝕 力 は、 Q 川に 比べて はるかに 緩漫 になり 出し 

た。 だが、 S 川の その 堆積層の デルタ は、 徐々 として 

海面から 壮麗に 浮かび 上った。 新しい 滑 かな 処女地が 

河口 を 挾んで 生れて 来た。 人々 の 集団 は デルタの 平野 

の 上に 訥朴な 巣 を 造った。 彼ら は 純然たる 土民で あつ 

た。 彼ら は その 国土の 支配者に 屈服しながら、 耕作し 



なければ ならなかった。 だが、 彼らの 国土の 支配者 は 

既に 民衆ではなかった。 

曾て、 王朝 は 民衆に 顚 覆された。 しかし 王朝 を顚覆 

さした 民衆 は、 再び 彼らの 野蛮な 総帥の ために 支配 さ 

れ ねばならなかった。 さう して、 封建時代が 堅実に 彼 

らの 国土の 上へ 君臨した。 驢て、 S 川の 造った 開析デ 

ルタの 上へ 一 つの 城が 築かれた。 

四 

Q 川の 活動 は 幼年期から 壮年 期に 這 入って いった。 

その 水勢の 浸蝕 力 は 横に 第三紀 層の 緩 斜層を 突き崩し 

て拡 つた。 此のた め、 S 川へ 流れる 分水界の 水量 は、 



その 均衡 を 破って 次第に Q 川の 水流に 誘惑され た。 

Q 川 を繞る 綿々 とした 濃霧の 中で は、 王朝 時代の 残 

党が その子 孫 を 美しく 繁殖 させた。 しかし、 彼ら は 彼 

らの 祖先が 曾って 民衆に 顚 覆された 事実と 怨恨と を 次 

第に 忘れて いった。 さう して、 彼らの 繁殖力 は その 屈 

辱の 忘却 力に 従って 溪谷を 下り、 濃霧の 中から Q 川の 

洋々 たる 河口へ 向って 拡がり 出した。 彼ら は いづれ の 

国王に も 属さなかった。 しかし、 彼ら は 彼ら を 繁殖せ 

しめた 直系の 家族の ために 支配され ねばならなかった。 

そこで、 Q 川の 流域に は、 隠然た る 豪族が その 団結 力 

を 延ばし 出した。 彼ら は S 川の デルタの 上に 生活す る 



土民の 集団に 対抗す るた め、 彼ら もまた Q 川の 河口の 

岩角に 尖鋭な 一 つの 城 を 築き上げた。 

だが、 彼ら は 豊饒な S 川の 住民の 生活力と その 貧し 

い 力 を 争 ふこと は 出来なかった。 このため、 彼ら は 彼 

らの 生活力の 主力 を 武力に 向けた。 

五 

Q 川と S 川との 水流の 争闘が 激しくな るに 従って、 

その 各自の 流域に 築造され た 二 つの 城の 争闘 も 激しく 

なった。 しかし、 Q 川の 豪族の 城が、 しばく S 川の 

土民の 城に 圧迫され つ、 あった にも拘らず、 川 それ 自 

身の 争闘 は 絶えず 反対の 現象 を 示して ゐた。 Q 川の 浸 



蝕 力 は 白堊 紀の 地層 を 食 ひ 破 つ て 益々 深刻に な つてい 

つた。 S 川の 浸蝕 力 は、 河口の 堆積 デルタが 確乎と し 

た 地盤と なる に 従 ひ、 益々 その 力 を 弱めて いった。 さ 

うして、 Q 川 は S 川の 支流の 水 を滔々 と 奪 ひ 出した。 

六 

此の S と Q との 二 川の 争奪し 合 ふ 現象 を、 絶えず 眺 

めて ゐ たの は 北 斗であった。 だが、 北 斗 それ 自身 は、 

遅々 として 天界で 減んで ゐた。 さう して、 ペル セ ウス 

の 星 は、 終に 北 斗の 位置 を 掠奪した。 新しい 北 斗 は、 

再び 争闘し 合 ふ 此れら の 山河の 上で 輝き 出した。 

Q 河口の 城の 人々 は、 S 河口の 城主の 久しい 圧迫 か 



ら 跳ね起きる ときが 近づいた。 何せなら、 Q 川の 支流 

は 完全に S 川の 支流 を 掠奪し 終へ たからで ある。 此の 

ため、 S 川の 本流 は、 浸蝕され た 醜い ケスタ の 段階 を 

露 はしながら、 渴れ 果て、 茫々 たる 野に なった。 かく 

して、 S 川の 水量 を 奪った Q 川 は ひとり 益々 肥えて い 

つた。 それと 同時に 今迄 S 河口で 行 はれた 通商 は 尽く 

Q 河口へ 集り 出した。 Q 城の 貧しい 財政 は その 河口と 

共に 膨脹した。 新ら しい 生産が 始 つた。 新ら しい 武器 

が 購入され た。 さう して、 Q 城の 拡大され た 新ら しい 

生活力 は S 城に 変って、 逆に 彼ら を 圧迫し 始めた。 



Q 城の 豪族の 勢力 は、 日に日に その 領土 を 拡張した。 

Q 河口に 集る 人々 の 集団 は 年々 に 増加した。 その 村落 

は巿 街に なり、 その 巿街は 港に なった。 さう して、 S 

城との 小さき 争闘 は 豊富な 武力と 財力と を以 つて 続け 

られ た。 

S 城の 巿民は その 疲弊の 原因 を S 川の 枯渴と 知った。 

彼ら は 川 水の 復活 を 計る ため、 彼らの 財力 を 専心 S 川 

の 開鑿に 用 ひ 出した。 

Q 城の 巿民は 彼らの 開鑿 を 妨害す るた め、 Q 川へ 流 

れる 上流の 支流 を 堅固な 石垣で 尽くせき 止めた。 しか 

し、 S 城の 巿民は 忽ち 彼らの 石垣 を 突き崩した。 



一大 戦闘が 二 城の 間に 開始され た。 軍馬の 集団が 日 

毎に、 川上と 川下と で 殺戮し 合った。 しかし、 Q 城の 

嶄 新な 武力 は 終に S 城 を 惨虐に 圧倒した。 

Q 川が S 川の 水量 を 掠奪した と 同様に、 Q 城 は S 城 

を 掠奪した。 S 城 は Q 城の 藩屛 として、 Q 城の 直属の 

家臣が その 新ら しい 城主に された。 

此の 横 逸した Q 城の 勢力 は、 S 川の 流域で 新しい 生 

命 を 産んで いった。 此れら の 生命 は S と Q との 混 種と 

なって 汎濫 した。 従って 彼ら S 城 を 守る 系統 は 漸次 独 

特の 体系 をと つ て 若々 しく 発達し 始めた。 



それと 同時に、 S 城の 巿民は S 川の 復活 を 願 ひ 出し 

た。 彼ら は Q 城の 城主に 向って、 しば/ \s 川の 支流 

の 石垣の 撤廃 を 懇願した。 しかし、 Q 城の 城主 は S 城 

の 勢力の 擡頭 を 恐れねば ならなかった。 S 川が 常に 枯 

渴 して ゐる 限り、 S 城 は 常に Q 城の 藩屛 として 苦しき 

忠実 を 守らねば ならなかった。 さう して、 Q 城 は その 

拡充され た 勢力と 共に、 次第に S 城に 対して 横暴 を 極 

めて いった。 

九 

日月 は 経った。 北 斗と なった ぺ ルセ ウス は、 その 天 

界で ひそかに アンド ロメ ダの 星の ために 狙 はれて ゐた。 



下界で はかの 横暴な Q 城の 城主の 勢力が、 年々 S 城 

の 巿民を 苦しめた。 S 城の 市民の 反逆 心 は 地に ひれ 伏 

しながら 鬱屈した。 

しかし、 Q 城の 横暴が、 S 川 をせ き 止めて ゐる 堅牢 

な 石垣と 等しく 続いて ゐる とき、 Q 川の 横暴 もまた 続 

いた。 Q 川 は S 川の 水源 を 集めて 貪婪に なれば なる ほ 

ど、 その 尨大な 浸蝕 力 は徐々 として 自身の 河口に それ 

だけ 高く 堆積物 を 築いて ゐた。 此の 堆積物 は Q 城の 巿 

民に とって は 癌であった。 彼らの 誇った 港湾 は 浅くな 

つた。 海外の 船舶 は 彼らの 領土から 隣国の 港へ 外れ 始 

めた。 



此の 現象 は 自然と Q と S の 一 一城 を 相殺 さす こと は 明 

かなこと であった。 

十 

遂に、 Q 城の 城主 は S 川の 支流 を 止めた 石垣の 撤廃 

を 命令した。 何せなら、 Q 城 は Q 川の 浸蝕 力の 運ぶ 堆 

積 物 を 調節し なければ ならなかった からで ある。 

S 川 は 復活し 始めた。 Q 川が その 河口に 高く 堆積層 

の デルタ を 築いた それだけ 川の 水流 は緩漫 になって ゐ 

た。 従って、 S 川が 再び Q 川の 水源 を 奪回す るの は容 

易であった。 それに S 川の 渴れた 川 道 は 前から 十分の 

準備 を以 つて 開鑿せられ てあつた。 S 川 は 日々 の 雨量 



と共に 俄然と して 奔流した。 それ は 恰も S 城の 市民の 

鬱屈し てゐた 反抗 心 に、 着々 と して 豊富な 資力 を 注ぎ 

込んで ゐ るのと 等しかった。 

S 川の 流域 は 豊饒に なり 出した。 S 城の 巿民は 黙々 

として 産業の 拡張 をし 始めた。 生産物 は 増加した。 通 

商が 勃興した。 さう して、 彼ら は 暗黙の 中に Q 城の 支 

配下から 独立しょう として 活動した。 

十 一 

Q と S との 二 川の 浸蝕 力 は 均衡 を 保って 来た。 だが、 

Q 川 は その 河口の 堆積層の 肌 を、 漸次に 海面から 胸の 

やうに 擡げ 出した。 新ら しい 海岸 平野 は、 古 層の 横に、 



モ ー バン を 描きながら 生れて 来た。 巿街は それらの 段 

階 デルタの 上へ 輝 やかし く 拡がった。 それと 同時に、 

Q 川の 浸蝕 力 は 益々 緩漫 にな つ て 来た。 

しかし、 S 川 は それと は 全く 反対の 状況 を 示し 始め 

た。 S 川 は 曾て は 前に その 水源 を Q 川に 掠奪され た ご 

とく、 今 は 逆に Q 川の 分水界の 水線 を 奪 ひ 出した。 浸 

蝕 力 は 奔騰した。 さう して、 その 河口の 古 層 デルタの 

水平 層へ 一 一輪 廻 形の 累層を 新鮮な 上着の やうに 爽々 し 

く 着 始めた。 しかし、 S 城の 巿民 は、 Q 城の 市民が、 

その 河口の 活動 状態 を 忘れて ゐる 暇に、 絶えず S 川の 

河 道の 開鑿に 注意した。 



S 城の 勢力 は 勃然と 擡頭した。 Q 城の 巿民 は、 自身 

を 亡す よりも、 S 城 を 滅亡 さす 予想の 方が より 彼らに 

とって は 幸福であった。 

十二 

Q 城の 城主 は藩屛 たる S 城に 対して 再び S 川の 支流 

を 堰き止める こと を 命令した。 しかし、 S 城の 城主 は、 

今 は 断乎と して 横暴な 命令 を 拒絶した。 

Q 城から は 軍兵が S 川の 上流へ 向って 進軍した。 彼 

らは 城主の 意 を もって、 再び 石垣 を 築く ために 単独の 

行為 をと つた。 

それに 応じて S 城から は、 直ちに 軍兵が 出動した。 



戦端が 濃霧の 中で 開かれた。 Q と S との 河水 は 絶えず 

血液と 油と 屍と を 浮べ て 流れ出した。 

しかし、 Q 城の 軍兵 は 純然たる 王朝 時代の 残党から 

成って ゐた。 従って 祖先 を 異にする S 城の 混 種の 軍兵 

よりも その 団結 力 は 強かった。 久しい 二軍の 接戦から 

勝ち得る 者 は、 ょリ 強固な 団結 力の 所有者に 違 ひない。 

Q 城の 軍兵 は 次第に S 城へ 攻め 襲せ た。 さう して、 Q 

軍 は 終に 再び 勝った。 

十三 

S 城の 軍兵 は その 粗大 さの 故に 遂に 破れた。 しかし、 

Q 城 は S 城から その 生命の 原 泉で ある S 川の 水 を 奪 ふ 



こと は 出来なかった。 何ぜ なら、 Q 城の 城主 は、 S 城 

の巿 民の 間に、 彼らの 必死の 反抗 心 を 育てる こと を 喜 

ぶこと が 出来なかった からで ある。 

S 川 は 依然として 流れる こと を赦 された。 だが、 S 

城の 城主 は 反逆者と して 殺された。 さう して、 Q 城の 

城主 は、 再び S 城に 新しい 城主 を 与へ なかった。 かう 

して、 S 城の 巿民は 永久に 彼らから その 反逆の 武器 を 

奪 はれた。 

S と Q との 二 城の 闘争 は 断絶した。 S 城 は 常に Q 城 

の 支配の 下に 鎮 つて ゐ なければ ならなかった。 だが、 

城主の 亡んだ S 城の 市民の 間で は、 ひそかに 個人の 経 



済 活動が 分裂しながら 繁 しくな つた。 商人が ひとり 財 

力 を 蓄積した。 個人と 個人の 争闘が 激烈に なり 出した。 

しかし、 Q 城の 城主に とって、 此の 現象 は 喜ぶべき 

ことであった。 何せなら、 個人の 争闘が 激しく なれば 

なるほど、 彼ら は Q 城に 対する 怨恨の 団結 力 を 鈍らせ 

て 行く にち が ひなかつ たからで ある。 いかに 個人が 勢 

カを貯 へたと て、 一国の 城主に 勝てない こと は 分って 

ゐた。 

十四 

S と Q との 二 城の 争闘が 根絶され た ときには、 天下 

は 再び 王朝の 勢力 を 挽回した。 曾て 彼らの 国主 を 担い 



で 王朝に 反抗した 民衆 は、 今 は 彼らの 国主 を 捨てて 王 

朝 を 担ぎ出した。 封建制度が 亡び 出した。 民衆 は 彼ら 

の 領主から 解放され た。 領主 は 民衆の 一 人と なって 蹴 

落された。 

さう して、 Q 城の 城主 もまた、 不意に 彼の 使役した 

一 介の 土民と 等しい 一 線へ 墜落した。 

だが、 此の 急激な 変遷に ひとり 利益 を 得た の は 商人 

であった。 S 城の 巿民は Q 城の ために 久しく その 武力 

を 奪 はれて ゐた 報酬と して、 彼ら は 商人と なって 莫大 

な 私財 を貯 へて ゐた。 此のた め S 城の 市民の 財力 は、 

個人と して はるかに Q 城の 巿民を 凌駕して ゐた。 領主 



から 解放され た Q と S との 巿民達 は、 突如と して その 

私財の 多寡に 従って 個人の 権力 を 延ばし 出した。 

十五 

S 巿は Q 巿を 圧倒した。 S 巿は 私財 を 糾合した 力に 

依って、 ひと リ益々 彼らの 生産力 を 膨脹 させた。 彼ら 

の 生産が 増せば 増す ほど、 彼らの 私財 は 増加した。 彼 

らの 私財が 増せば 増す ほど、 彼らの 生産力 は 膨脹した。 

今 は、 Q 巿は S 巿の 勢力に 対する 唯一 の妨礙 として、 

S 川の 閉塞 を 命令す る ことが 出来なかった。 彼ら はた 

だ 貧しき ままに、 正しき 伝統と 品位と を 誇ら かに 尊重 

して ゐ なければ ならなかった。 



しかし、 S 市の 海岸 平野の 上に は 珍奇な 工場が 竝び 

出した。 S 巿の巿 民 は、 その 混 種の 粗雑 さを以 つて 新 

らしき 文化 を 建設し 始めた。 彼らに は 伝統はなかった。 

彼らに は 因習がなかった。 彼ら は 新ら しき 祖先で あつ 

た。 彼ら は 彼らの 力の ま、 に、 その 生産と 財力と を拡 

張 すれば それで 良かった。 彼ら は 彼らの 障害と なる 凡 

ゆる 古き 習性と 形式と を 破壊し 始めた。 彼ら は 自由で 

あった。 彼らに は 拘束がなかった。 彼ら は 気品と 階級 

を 蹴倒した。 彼ら は 団結 を 憎んだ。 彼ら は 個性 を 愛し 

た。 彼ら は 分裂した 各々 勝手な 情熱 を 以て 横に 拡がつ 

た。 



さう して、 S 巿の巿 長 は 忽ちの 間に Q 巿の巿 民 を 併 

呑した。 

十六 

S 巿は その 財力の 豊か さを以 つて、 絶えず S 川の 開 

鑿 を 行った。 だが、 Q 巿は その 財力の 貧し さの 故に、 

絶えず Q 川の 堆積物 を 放任した。 このため、 Q 川の 浸 

蝕 力の 鈍る に 従 ひ、 S 川の 浸蝕 力 は いつまでも 増大し 

た。 S 川の 浸蝕 力が 増せば 増す ほど、 ますます Q 川 は 

S 川に その 河水 を 掠奪され ていった。 しかし、 S 巿の 

膨脹 力 は S 川の 膨脹 力よりも 激しかった。 今や S 巿の 

要求す る 河水 は、 S 川の 水量 だけで は 不足と なった。 



さう して、 Q 川 は 遂に S 河 を 助ける ために、 初めて そ 

の 支流 を 閉塞され た。 

だが、 Q 巿民は S 市民に 向って 反抗す る こと は 出来 

なかった。 何せなら、 Q 巿民 それ 自身、 今 は S 市民で 

あつたから。 かくして、 S と Q との 巿街 は、 争奪し 合 

つた 二 川の ために 一 大都会と なって 来た。 

十七 

SQ の開析 デルタの 上に は 工場が 陸続と して 建ち 並 

んだ。 鉄道の 数 は 増して いった。 S 川の 電力 は 馬力 を 

上げた。 船舶の 帆 檣 は 林立した。 さう して、 全 巿街は 

平面から 立体へ、 木造から 石造へ。 営舎が、 官衙 が、 



工場が、 商店が、 校舎が、 劇場が、 会社が、 寺院が、 

橋梁が 。 ガラスと 金属の 光波 は 絶えず 空 間 で 閃き 合 ひ、 

発動機の 爆音と 鉄槌との 雑音が 潑淛 として 交錯した。 

しかし、 此の 壮大な 巿街を 構成した もの は 財力で あ 

つた。 所詮 SQ の 巿民は 財力の 下に は 屈伏し なければ 

ならなかった。 さう して、 その 財力の 投資 者であった 

商人 達 は、 ひとり ますます 民衆 を 使役した。 巿 街は投 

資 者の 市街と なった。 民衆の 労役 は 彼らの ための 奉仕 

となった。 自由と 平等 は 彼らの ために 奪 はれた。 S 川 

の 河水 は、 徒に 彼らの ために 誇らしく 流れて ゐ るのと 

等しかった。 



労働者 達 は 自身 を 使役す る 財力の ために 青ざめ 出し 

た。 彼らの 疲労 はます/^ 彼ら を 苦しめる 財力 を 助け 

る ことと なり 出した。 しかし、 彼ら は 彼ら 自身 を 生存 

させる その 市街から 逃れる こと は 出来なかった。 さう 

して、 彼ら は 彼らの 勢力 を もって 築き上げる その 大巿 

街が 尨大に なれば なるほど、 その 大都会の 全 重力 を 彼 

らの 肩に 背負って 行かなければ ならなかった。 そこで、 

初めて 最も 平等 を 重んじた SQ の 巿民達 も、 その 各自 

の 財力に 従って、 必然的に 階級が 存在して ゐる こと を 

意識し 始めた。 

十八 



SQ 市の 無産者 達 は 団結した。 彼ら は 彼らの 労力が 

いかに 有産 者 達 にと つて 尊重せられ るべき か を 警告す 

るた めに 反抗した。 

資産家 達 は その 財力の 権力 を 用 ひて 圧迫した。 

無産者 達 は 擡頭した。 

一 大 争闘が デルタの 上で 始 つた。 

集団が 集団へ 肉迫した。 

心臓 の 波濤が 物質 の 傲岸 に 殺 倒した。 

物質 の 閃光が 肉体 の 波濤 へ 突撃した。 

巿 街の 客観が 分裂した。 

石と 腕と 弾丸と 白刃と。 



血液と 爆発と 喊 声と 悲鳴と 咆哮と。 

疾走。 衝突。 殺戮。 転倒。 投擲。 汎濫。 

全巿 街の 立体 は 崩壊へ、 

平面へ、 

水平へ、 

没落へ、 

色彩の 明滅と 音波と 黒煙と。 

さう して、 SQ の 河口 は、 再び 裸体の デルタの 水平 

層 を 輝け る 空間に 現した。 

大巿 街の 重力 は 大気と なった。 

静かな 羅列 は 傷け る 肉体と、 歪める 金具と、 搔き乱 



された 血痕と、 石と 木と 油と 川と。 

(「文芸 春秋」 大正^: 年 7 月 号) 
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